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に出來 る電場 を電位差計 で測定 した模型 實驗 の 結果 と比較ず る と，ERG の 電 氣的 ＝ 重層は 密接 した 喧の で

な くて ， む しろ或る隔 りを もつ たこ 重隆 で t 例 えば 受容器の 前後 の 兩 端に位置す る もの 考えた 方が 艮い 事が

判 つ た 。 又別 の 模型實驗よ りみ て ERG の PII が 紳輕癒 の 働作流 とみ る こ とは 第 1次 の 坤纏纖維 の 比較的

長い ザ リ ガ ニ 網膜 の 如き網膜 に 於 て は 考え難 い 事 で あ る 。

　 　 　 　 　 　 　 i

　（問｝　（1）使用 electrode ．及び　（2）單眼の 生存期間如何 。 （川本信之）

　（答）　（1）富田 氏法 と 同樣。 直徑 15μ の Ag 線 。

　　　　（2） uni 卜 receptor とせ ず 複眼 を横臨 し て 蟹驗した 。 こ れは ， 昨 年度學會で 報告 した よ 5に 複眼の

　　　　　ま ま の 毒流徑遏をみ る こ と醐 來 るか らで あ る 。 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
’

　　　　　　 蜘制駐紳經の刺激 によるザ リガ リ歩脚筋肉の 牧 縮の減小 　長濱　博（東大 ・理 ・動）

　鋏脚の 指節開筋に 分布 す る唯 2 本 の 禪簿纖維脚ち興奮繊維 と抑制懴維 と を長節 の 部 で 霧田 し て 2 野 の 電極

を以 て 別 々 に刺激す る 。 筋 肉の 牧縮は興奮繊維 の 5〜8 個 の 紳種衝撃が 筋肉 に 瑚達 し て 始め て 現わね 且收

縮 の 速 さは こ の 薗撃の 頻度 と共 に増すが ，こ の 際同時 に 捌割繊維を刺激す る と ， 抑制璽撃 の 頻度bsrpナ と 共

に收縮の 速 さ力嚇 」、 し ， 興奮函撃 の 頻度に 對 し て 大體 O．43 倍 の 頻度で 敬 縮 の 速 さは 0 とな り收繍 は 完 全 に

掬制 され る 。 し か し こ の よ うに牧縮 の 速 きが 滅小す る場 合 で も反應時は 常に 正営 の 收縮 の 場合 の それ と變 ら

な い
。 收縮 の 諡 中 に 抑 制刺激 を加 え る と ， 抑 制 衝撃 の 頻 度 が 壜す と共 に 收 縮高 が 滅小す る ris，　 ’

こ の 馳 緩
1
の

速さは，完全抑 刮以上 の 衝撃頻度 で も正 常の 弛緩 の 速 さよ り大 きくな る とい 5 こ とは な い 。 tonUS 賦態 に あ

る筋 肉 に 挽制刺激 を與 虹る と一時的な又は 持 績す る 弛綏 が 旭 る 。

　〈問 ｝ （1）反應時 の 狽錠 iほ 何 で された か 　　（2＞紳經纎維の isolation　lま ど うして された か

　　　　（3）画撃波を actiOn 　cvrrent と して 觀察 され たか 。 （花岡利昌）

　（箸 ） （1｝ ロ タ ト リ ウム そ の 他に 描記し て 測定 した 。 　 （2｝ こ の 場合大小 2 靜徑 束に分矮すれ蔵 夫 々 單一

　　　　　紳經纖維 と 生剛 に舗 とみ な す こ とが で き る 。
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　　　　　　　　thPt ミfン ＝ S の 酸蟷 囎 位に つ V’て 星 猛 夫（東北大 理
’生 ）

　適當 な m駕 dium に 溶か した 8種 の 　rH ・indicator を用い ・
nauplius 胚 に 生 饅染色を施 し た場合・ 有 酸

素状 で は brilliant　eresyl 　blue，　 nile 　bKue．　cresyl 　violet 及 ぴ neutral 　red に よ つ て 染ま る 。 但し染ま ら

ぬ 場合 と 云 うの は ， 輩 に 胚 の 膜 が 色素を通 さ ぬ 爲 の 現象 に 過 ぎぬ事 が ， 適當な酸化矧 （之は 還 元色素液を着

色せ し む ） と 胚體 と を 接胴 させ て も着色 しない こ と に よ つ て 鋼明する 。

　無酸素下 に 於 て は 1 前の 二 つ の 色素は 歴の 生 きて る歌態で脱色 され Oz と の 接觸 に よ つ て 惹色す る 驤 に な

・．る が ，
ne ” tral　 red で ほ 生 存中の 色 素還 元 ほ 行われ な い ，　 cresyl 　 violet の 時 ほ 胚の 生死 間際で駝 色 され る

樣 で あ る 。 坦上 の 結果よ り ， 胚 の 有酸 素下 の 酸化還元電位を準定す る な ら ぽ ， rH に し て 16 以 上 で あ り ，

無酸素歌態で は rH 　8 附近迄低下 し得 る もの と考え られ る 。

　　　　　　　　　　ミ ミ ズ と 酸 化 逕 元 電 位 　野村七 籔（東北大 ・理 ・生物）　　　　　　　　　 、

　フ ト ミ ミ ズ の 棲息地土鏤の 酸化還元電位を現地測定 して 2782 乃至 291・4　mV ．を 得 た ・シ マ ミ ミズ に就

い て ほ 216．8 乃 至 249 ．8mV を 得 た 。

　シ マ ミ ミ ズ 全霾 の 組織抽出液は 有暴的の 歌態 に て 最高電位 E ’
h ＝ 十 499 ．5　mV を ，無氣 的状態 に て 最低

Eth　z ＿243．2　mV を 得 た 。 前者 は 略 rH 　31 後者は 略 IH 　5 で ある 。 pH は jtに 凡そ 7．a である e

　酸化還乖電位 の 現地測定 の 生態學的意義 を強謂す 。

　　　　　　　　　　 蚊 の釧 聰卿成畳に 尉す る抛 の 蹴饕　細 井輝彦（東 京工 大 》　　　　　　　　　 一

　ア カ イ ＝ カ の 卵蠶韓胞｝：　1回 の 十分な吸血後 ， 最経段階まで成長す る の 力噌 通 であるが ， 時 には瀬胞全部

が 至 く成長 を起さな 、・場合もある 。 1　Nlt 中の 成長 imeElttiま蚊 の 飼育eSff1に よ つ て 大 き く鹽動 し ・ 不適賞 な
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